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 第1図実験装置の配置図
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 第2図偏極度のエネルギー依存性。UPは上方向に放出された反跳電子,DOWNは下方向に
 放出された反跳電子にともなう光子の偏極度。
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 第3図AllalyzhlgPowerのエネルギー依存性黒丸は1核子放出過程,破線は準重陽子模型,
 実践はRPA計算の結果(a)Em<2!MeV(b)Em>21MeV
o
 第4図AnalyzingPowerの陽子放出角度依存性。点線は1核子放出過程。他は第3図と同じ。
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 第5図修正された進重陽子模型によるAllalyzingPowerの予想。破線は従来の準重陽子模
 型,実線は核内準重陽子をs状態と仮定したときの準重陽子模型による計算結果。
 第6図微分断面積のエネルギー依存性と準重陽子模型の予想。実線,破線は第5図と同じ。
 第7図160(r,p、)反応の微分断面積の角度依存性(文献1)及び準重陽子模型の予想。実線,
 石皮線は第5図と同じ。
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 論文審査の結果の要旨
 中間エネルギー領域(双極子巨大共鳴以上π中間子しきい値以下の50～150MeVの領域)の
 光核反応はガンマ線が核内の1核子によって吸収される1核子吸収過程と核子対による2核子
 吸収過程(準重陽子模型)の2つの異なった立場から議論されている。残留核を基底状態に残
 す(γ,p。),(γ,11・)反応については断面積はそれぞれ以上の2つの模型で説明されており両者
 の優劣はついていない。しかし残留核を高励起状態に残す高いミッシングエネルギーの(γ,p)
 反応では1核吸収過程では説明されず,準重陽子模型により断面積の大きさおよび放出核子の
 エネルギースペクトルが再現されている。更に,(γ,p11)反応における放出核子の角度相関は
 重陽子の場合と同様な傾向を来しており,光子が2核子で吸収されることがほぼ確かめられて
 いる。
 以上の従来の研究に対して本論文は標識付偏極光子を用いて,測定された断面積の非対称性
 からアナライジング・パワーを得て,以上の反応模型と比較して議論した。アナライジング・
 パワーは断面積の比になっているので断面積に入ってくるパラメータや終状態相互作用と無関
 係に模型と実験結果を比較できる特長がある、
 制動輻射過程において,電子線の軸からずれた方向に放出された光子は偏極ずるという性質
 をもっている。偏極度は更に制動輻射後の反跳電子の方向を制限することにより高められる。
 同時に反跳電子の運動量分析を行えば放出光子の標識化が行われる。光子の放出方向を識別す
 るために反応標的にC核として上下方向に5層に分割されたプラスチックシンチレータを用
 いた。計算により10～20%に偏極したガンマ線が得られた。アナライジング・パワーはエネル
 ギー41～72MeV,角度30。～90。の範囲で測定された。その値はこの領域ではほぼ1の近くになっ
 ている。
 以上の実験値を理論の予想と比較すると,光子エネルギー依存性は一核子吸収過程および
 RPAとは一致するが重陽子模型では説明できない。これは断面積の比較では準重陽子模型でよ
 く説明できるという従来の議論とあわない。そこで著者は準重陽子模型を修正し,s状態のみの
 核子対を仮定すると実験値と一致することを示した。この結果は核内の核子対がs状態にd状
 態が寄与している自由な重陽子と異なることを示唆している。これは核内核子対の構造に関し
 て新知見を与えるものである。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
 ている。よって横川淳提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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